
需給引き締まり見通しで一時80ドル回復
NY原油先物相場は、1バレル=80ドル水準まで切り返す展開になった。需要不安の蒸し返しで2月6日に

は72.25ドルまで値下がりしていたが、その後は一気に一時80ドル台を回復する堅調地合になった。需

給引き締まりに対する信頼感が再び強くなっていることが、押し目買いを誘っている。また、ロシアの

ノバク副首相が3月に日量50万バレルの減産を行う方針を示したことも、週末に向けて原油相場を更に

押し上げた。

国際エネルギー機関（IEA）のビロル事務局長は、ゼロコロナ政策を終了させた中国の需要が、ジェッ

ト燃料を中心に急激回復していると報告した。このため、石油輸出国機構（OPEC）プラスが政策調整

（＝増産）を迫られるとの厳しい需給見通しを示している。また、サウジアラビア国営石油会社サウジ

アラムコは、3月のアジア向け公式販売価格（OSP）を0.20ドル引き上げた。これもアジア地区の需要

が回復していることを象徴する動きと評価されている。

米エネルギー情報局（EIA）の米石油在庫（2月3日時点）は、原油が前週比242万バレル増、ガソリン

が501万バレル増、石油精製品が293万バレル増となった。
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マーケットエッジ株式会社 小菅努

【現状確認】
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（出所）Refinitivよりマーケットエッジ作成
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需要拡大期待と供給不安で底固い、IEA月報に注目

2

【展望】

70ドル台前半で底固さを再確認し、慎重にコアレンジ切り上

げを打診する展開が続く見通し。需要環境の評価が定まって

いないことで乱高下しつつもボックス相場を抜け出せていな

いが、需要環境に対して改めて強気の見通しが強まる一方、

ロシア産の供給不安が高まる中、80ドル台前半が打診されよ

う。1月23日の直近高値82.64ドル突破の有無が問われる。

2月14日に石油輸出国機構（OPEC）、15日に国際エネル

ギー機関（IEA）がそれぞれ最新の月報を公表する。ここで

ゼロコロナ政策終了後の中国の需要環境などについて強気の

見通しが示されると、買い安心感が強まろう。ただ、インフ

レ対応で各国中央銀行の利上げスタンスが強化されつつある

ため、14日の1月米消費者物価指数が強めの数値になると、

ドル高・株安・需要不安から下振れするリスクに注意が必要。

一方、ロシア産の供給環境が不安定化している。2月5日に西

側諸国がロシア産石油製品に対する上限価格を設定したが、

その対抗措置を名目にロシアは3月に日量50万バレルの減産

に踏み切る。ロシア産石油供給の5%に相当する規模になる。

石油輸出国機構（OPEC）プラスの生産協定とは別枠での対

応になる。3月以降も減産を続けるのかなど不透明感もある

が、少なくとも3月の国際原油需給がタイト化し易くなって

いることはポジティブ。

米原油在庫は7週連続で増加している。製油所の原油処理量

は依然として伸び悩む一方、生産と輸入は高水準を維持して

いる。更に在庫積み増しが促されると、調整リスクが高まり

易くなる。

本資料のご利用については、必ず巻末の重要事項（ディスクレーマー）をお読み下さい。
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